
◎米系証券ストームハーバー、代替エネルギー分野での企業提携仲介に意欲 

時事通信企業ニュース 2011.07.28 時事通信 (全409字)  

 米系証券会社ストームハーバー証券（東京）の那珂通雅社長は２８日、東京都内で記者会見し、

東日本大震災や東京電力〈９５０１〉福島第１原子力発電所の事故で注目される代替エネルギー

分野での企業提携仲介に意欲を示した。 

 同証券の親会社である米金融サービス会社ストームハーバー・パートナーズＬＰ（ニューヨーク

州）は、世界７カ国で事業を展開している。 

 那珂社長は「われわれには太陽光や風力、バイオマスなどで高い技術を持つ海外企業とのコネ

クションがある」と説明。商社やエネルギー関連企業と協力して、海外の代替エネルギー技術を日

本企業に導入したり、日本で外国企業が合弁会社を設立するといった案件を進めているという。 

 同証券は昨年１２月に設立。日本の機関投資家や富裕層向けの証券業務に加え、海外企業に

対して日本での投資銀行業務を提供している。日本政策投資銀行系の投資会社あすかＤＢＪパー

トナーズ（東京）が同証券に８％出資している。（了） 
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